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中心地理論から「都市システム」論へ

・中心地理論が示した「中心地」の実証的把握
は容易でなくなったが，一方で，商業・サービス
機能の立地は，この理論が示した地域需要＝
商圏分割の論理に従っているのは確か。

… そうでないと経営が成り立たない。

・それは，有限な需要の争奪競争
… ある場所に巨大SCが立地すれば，既存の商業
地は需要を奪われて衰退が避けられない。

・財・サービスの供給を主要な成立契機と
する都市の立地をめぐる状況もこれと同じ。

・「六角」ではないが，かなり階層的
・1000万人足らずの東北では，100万
都市は1つしか成立し得ない。

・特に，自立的な都市化の契機（工業化）が
不十分だった東北地方の都市の発達過程
の理解には，この見方がよくなじむ。

・ところで，中心地理論の重要な特徴は，
ある地域の都市同士は相互連関してい
る … ということを意味する。

・この見方を「都市システム」論と呼ぶ。

・特に，中心地の「高次」の機能＝広域
管理機能の立地を都市集積の契機と
した「地方中心都市」※の発達は，この
見方からよく説明される。

※広域中心都市，ブロック中心都市

・それは，国家レベルの機能配置の結
果であり，立地先の都市からみれば，それ
は「他力本願」の都市化といえる。

・仙台がなぜ東北地方で群を抜いた
都市規模になったかについては，まさ
にこの視点から説明できる。

都市の広域管理機能と「拠点性」

・「広域」 … 「県」を超える地域範囲，
「地方」，「ブロック」
・広域管理機能 …「地方」※を管轄す
る国の出先機関や企業の支所・支店
… 「中枢管理機能」とも

※「地方」 … 「８地方」；北海道，東北，関
東，中部，近畿，中国，四国，九州

・業務量や連絡効率に応じて，分割したり
（中部 ⇒ 北陸，東海など），統合したり
（中・四国など）する省庁・企業も

・広域販売・サービス・集客機能
・広域・高速交通機能

⇒ 産業分類は同じでも，人・モノ・カネ・
情報の「広域」性が重要

・広域業務に有利な立地 … 拠点性

仙台大都市化の要因

・why仙台？ … 江戸時代から東北一の雄藩，
仙台はその中心都市。人口も東北最大，
位置も東北の交通拠点にふさわしい。

⇒ 東北の行政・経済の拠点都市に

… 日本の近代化の中での位置と役割

・近代化期 … 全国銀行の東北支店
が仙台に集中 ⇒ それを追って大企
業も「東北支店」を仙台に開設
⇒ 仙台自体の需要増もあり，地場企
業も商圏を拡大

渡辺良雄（1971）『日本の都市システム』

・名古屋，広島，金沢，福岡，熊本
も出先機関の拠点に。いずれも
江戸時代の大藩の大城下町

・明治維新… 藩領分権から中央集権体制に移行

⇒東北管轄の政府出先機関が仙台に集中
…人口面では軍（第2師団司令部）と帝国大学の設置
（1907）が大きかった。

国家機関の地方管轄体制の完成

（1998）

・北陸 … 名古屋，金沢，新潟に分散
… 人口＝業務量が少ない，ひょろ長い

（1980頃）

↑北海道，東北東北東北東北，中国，東海，近畿では，管轄拠
点が1都市（札,仙仙仙仙,広,名古屋，大阪）に集中。

・九州 … 福岡と熊本に分散。
やがて交通拠点となった福岡に統合

※秋田市の
広域管轄機
能は何だろ？
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「支店経済支店経済支店経済支店経済」都市の形成

・高度経済成長期，都市化が急進展した
のは四大工業地帯を含む太平洋ベルト地
帯の工業都市工業都市工業都市工業都市と，大都市のベッドタウン。

・京浜の東京・横浜，中京の名古屋，阪神
の大阪，神戸，それに古代から大都市の京
都が，人口100万以上の「六大都市」と呼
ばれる。

・一方で，工業化地帯からはずれた旧城
下町は停滞。

・その中で，地方にありながら工業都市群
を凌ぐ急成長をみせて大都市化したのが
「札・仙・広・福」 の4都市。

・これらは「広域中心都市」と呼ばれ，その
成長要因が都市地理学の争点に。

⇒増えたのは「（中枢）管理機能」，その担
い手は官庁や企業の「支店支店支店支店」であることが
見出される。

・1960年代… 好況下で大企業の地方進出が活発化
・1970年代後半… 高速交通化で拠点性がより高まる

★支店集積
の背景

支店数の上位都市の推移

（『会社年鑑』の株式会社）
（阿部和俊による）

企業の支店配置の完成

銀行銀行銀行銀行

一般企業一般企業一般企業一般企業

1990年代以降の都市システムの変質変質変質変質

・都市間競争の激化
・背景 … 高速交通化，IT化
⇒流通・管理業務の合理化，
広域サービス機能の淘汰

⇒結果 … 最上位都市のみ
相対的に成長，他は衰退
… 宮城県北では古川，県域では
県庁所在都市，東北では仙台，日
本では首都圏

卸売年間販売額の推移⇒

・全国：91年573兆円，
07年：413兆円 －27.9％

・仙台：91年10.5兆円，
07年：6.9兆円 －34.1％
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「世界都市」の形成

・1980年代〜，先進国の物価
高で途上諸国に企業進出
⇒途上諸国の経済成長

・グローバル企業 … 特定
の拠点都市に集まる傾向

①首都 … 政府機関，治安，
生活利便性
②伝統的交易都市 … 同
業･関連業者，情報交換

・1990年代〜，WTO，自由貿
易体制，FTA, EPA
⇒経済のグローバル化

香港

Bankok

Singapore

東京

上海

台北

ソウル

・東南アジアの２大拠点
… 香港， Singapore
・華僑資本，英語利用

・上海，広州が急成長

広州

世界都市の
階層システム

井上ほか,1990,『東京―世界都市化の構図』青木書店

※考慮した指標 … 主要な金融センター，多国籍企業
の本・支社，国際機関，企業サービス業の急成長，
重要な製造業の中心地，交通結節点，人口規模

東京一極集中東京一極集中東京一極集中東京一極集中

①1980年代の日本企業の海外進出⇒東京の本社が
国際管理部門，情報分析部門を充実
②1985，超円高⇒日本市場進出を図る外資が急増。
業務拠点を首都東京に
③ 1990年代，IT対応技術の開発競争⇒企業の技術
開発拠点を東京の近郊に
⇒東京の中枢管理機能のglobal化 ＋ 高次化

・1980年代以降，工業の地方分散政策や首都移転論の高まりに
もかかわらず，一時鈍化していた東京の経済の伸びが鮮明に。

民間企業の研究者数
「日本経済地理読本（5版）」

東京の土地利用の高度化

⇒ 地方が産業空洞化にあえぐ中，
東京の突出が顕著に

・オフィス需要の増大

・そして … 87年頃〜不動産投資過熱⇒地価高騰，バブル経済へ

アークヒルズ
（1986.4）

臨海副都心 （1987〜）

・巨大開発プ
ロジェクト

1983.4開園。東京を
国際観光都市に

「東京の土地」2010


